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文責：校長

１１月２８日 火 １２月１日（金）の全校朝会で 「地域で働（ ） 、

と２９日（水）の午 く方のお話を聞く会」を行いました。今回は安

後、６年生が地域の 田薬局の店長さんにおいでいただき、全校児童

企業の方々からお話 に、仕事の内容や門川で働くことの喜びなどを

を聞く学習会を行い お話ししていただきま

ました。これは６年 した。短い時間でした

生が総合的な学習の が、身近な職業でも知

時間に取り組んでい らなかったことを学ぶ

る「私たちの未来を とともに、門川町で働

見つめよう」の学習 く方の想いに触れるよ

として行われたもの い機会となりました。

で、キャリア教育の

一環でもあります。

今回は町内の３つの

企業等（門川町役場 １２月１日（金）の午後は、５年生を対象に

・株式会社メタルフ 福祉体験学習が行われました。門川町社会福祉

ォージ・株式会社西 協議会や門川手話サークルなどの方々を講師と

の丸ホールディング して、アイマスク体験や車いす体験、手話体験

ス）にご協力いただ を行いました。子どもた

きました。それぞれ ちはこの体験を通して、

にプレゼンや資料を 自分たちは何ができるか

準備してくださり、仕事の内容や働くことの を考えるとともに、福祉

意義、職業人として大切なことなどを、子ど の場で働くことについて

。もたちに丁寧にお話ししてくださいました。 も学ぶことができました

１２月１５日（金 、 今年も赤い羽根共同募金活動が行われまし）

門川高校の生徒たちが た。ＪＲＣ委員会の子どもたちが毎朝、児童玄

、１年生にお話会を行っ 関に募金箱を持って立ち

てくれました。町立図 またお昼の放送でも協力

書館と合同の取組で、 を呼びかけました。益金

高校生のお姉さん・お は1５,８５７円集まり、

兄さんによる読み聞かせやゲームなどに、子 早速、町社会福祉協議会

どもたちも楽しそうに参加していました。 の方にお渡ししました。

門川小合い言葉
知恵いっぱい
心いっぱい
汗いっぱい


